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実習報告（基盤教育実習） 
 
科学的な思考を深める問題解決的な学習の授業実践 
－児童の生活経験を活かした授業デザイン－ 
 
角田 晟（授業実践探究コース） 
 
【探究実習のテーマと設定の理由】 
今日の社会において，情報ネットワークの充実やグローバル化の急速な発展に伴い，将来の予測が
困難な時代になってきている。そのような中，学校教育においては未知の状況にも対応できる資質・
能力の育成が求められており，理科においては問題解決的な学習を一層重視し，自然の事物・現象に
ついての問題を科学的に解決するために必要な資質・能力の育成が必要とされている。 
科学とは，「実証性」「再現性」「客観性」の 3 つの条件によって成立している。小学校学習指導要領
解説理科編１には，問題解決の能力の育成について，「児童が自然の事物・現象に親しむ中で興味・関
心をもち，そこから問題を見いだし，予想や仮説を基に観察，実験などを行い，結果を整理し，相互
に話し合う中から結論として科学的な見方や考え方をもつようになる過程が問題解決の過程として考
えられる。このような過程の中で，問題解決の能力が育成される。」と示されている。問題解決の過程
で大切な活動の一つである観察，実験を主体的に取り組ませることで，問題解決の能力とともに科学
的な見方や考え方も育てることにつながると考える。そのためには，事象提示の場面で，児童が問題
を見出し，一人一人が明確な予想を持って取り組むことが重要だと考える。 
本研究では，児童自身が見通しをもって学習に取り組むことが重要だと考え，予想を立てることに
重点をおいた授業実践の研究を行っていく。「見通す」ということは，児童自身が問題となる事象提示
から問題を見出し，これまでの既習・経験を用いて問題の解決の見通しを持つことであると考える。
そのためには，児童が生活経験や学習経験を基にした予想を持つことが必要である。自分の予想を明
確に持ち，見通しを持つことで児童が「自分の予想を確かめたい」と思い，進んで問題解決的な学習
に取り組めるのではないかと考える。また，単元のまとめでは，自分の予想と結果に基づく考察とを
比較することで，自分の考えを見直す力や自分の考えの変容に気づく力などのメタ認知力を高めるこ
とができる。ヴィゴツキー2)の考える生活概念と科学的な概念の往還を 1 時間の授業，または単元を
通して繰り返すことで，より強固な科学的な概念を児童が獲得することができると考える。 
【探究実習の研究目標】 
1. 児童の実態把握と授業実践を通した生活経験の把握 
2. 問題解決的な学習の授業実践と分析 
【探究実習の概要】 
1. 児童の実態把握と授業実践を通した生活経験の把握 
研究の対象は，佐賀市立 A 小学校(以下，実習校とする)の第 4 学年の生徒である。授業を実際に行
い，クラス内での児童の人間関係や生活経験を把握した。その結果，単学級であるためクラス内での
人間関係が固定されており，自分の考えを明確に主張できる児童が少ないということが分かった。ま
た，個々の児童を見ると，生活経験に偏りがある傾向が分かった。授業の前のアンケート調査では，
「お湯を沸したことがあるか」という問いでは，71％の児童があると答え，残りの 29％がないと回答
した。また，お湯を沸した道具についても「電気ポット(29％)」「やかん(43％)」「なべ(21％)」など児
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童によって様々だった。このことから，一人一人の児童に生活の現象と理科の授業内容とを結び付け
て考えさせることの難しさを感じるとともに，児童の実態把握に基づく指導の必要性を感じた。  
2. 問題解決的な学習の授業実践と分析 
実際に，問題解決的な学習の授業実践を 4 時間行った。児童の実態から，「自分自身の立場を明確に
し，自分の予想を持つ」ということに重きを置き，児童自身に意思表示をさせる授業を行った。また，
他学年の理科の授業も参観し，発達段階による理科授業の違いについても学ぶことができた。外部の
理科教育研究大会にも参加し，小学校理科の研究のやり方や実践的な手立てなどを学ぶことができた。 
【探究実習の成果と課題】 
1. 成果 
(1) クラスの実態把握と児童との関係作り：探究実習では，4 年生を中心に授業実践，参観を行っ
た。実際に，授業を行う上で，児童の実態やクラス内での友達との関わり方などをつかむことがで
きた。また，休み時間や学校行事などに参加することで，他学年の児童との交流や観察，指導も積
極的に行うことができた。授業だけでなく，地域とのふれあいや休み時間など，あらゆる活動の中
で，児童は成長していると感じた。 
(2) 理科授業による生活経験の把握：事前のアンケート調査から，児童が持つ生活経験の捉え方や 
考え方を把握することができた。一人一人の児童が，独自の考え方を持っていることが分かった。
これらの児童の考え方を把握して，授業を行うことが，より児童自身が実感できる授業を行えると
考える。特に，問題解決的な学習を通して学んだ内容を，生活の身近な現象と結び付けて考えさせ
る力を育成することが大切だ。身近な事象と科学的な事象とを結び付けて，日常的に考えられる児
童を育てることが，科学的な思考を深めることに繋がると考える。例えば，第 4 学年の「すがたを
かえる水」という単元で，水蒸気の学習を行う。身近にある加湿器やお風呂などと水蒸気を児童が
結び付けて考えさせる課題を児童に提示することで，生活と結び付けて考えさせる力を育成できる
のではないかと考える。 
2. 課題 
(1) 児童の生活経験を引き出すための事象実験や教師の問い：社会や生活環境の変化などから，児
童の体験活動は少ない。児童が理科の学習内容と生活経験を結びつけて考えられるような事象提示
や子供が問いを持てるような教師の問いが大切になってくる。そのため，事象提示の内容の明確化
やワークシートの工夫，実験素材などの工夫が必要になってくる。 
(2) 問題解決的な学習を進める上で基盤となる力の明確化：小学校理科では，一人で問題解決がで
きるようになることを目標としている。そのために必要となってくる問題解決の能力を児童の実態
と照らし合わせながら明確にし，指導していかなければならない。理科の授業を通して，児童がど
のように問題解決ができるようになったかを比較しながら分析していきたい。 
(3) 授業の検証方法の検討：授業実践を行った際に，どのような分析を行っていくかを検討してい
く。理科の授業に関する意識調査や単元に関わる生活経験の調査，授業における質的分析などが考
えられる。研究テーマに沿った仮説を設定しながら，検討していきたい。 
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